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１ 出席及び欠席委員等

□出席委員等（委員４６名・参与５名）

役職名 委員区分 氏 名 備 考

会 長 木 暮 治 一 渋川市長

副会長 １号委員 関 口 俊 二 伊香保町長

(市町村長) 小 野 利 治 小野上村長

阿久津 貞 司 子持村長

永 井 良 一 赤城村長

木 村 榮 一 北橘村長

委 員 ２号委員 桑 島 保 男 渋川市助役

（助役等） 野 村 哲 男 小野上村収入役

信 澤 明 子持村助役

都 丸 芳 雄 赤城村助役

塩 谷 勝 巳 北橘村助役

３号委員 宮 下 宏 渋川市議会議長

(議会議員) 小 林 雅 夫 渋川市議会選出議員

新 井 晟 久 渋川市議会選出議員

松 本 好 司 伊香保町議会議長

塩 野 光 弘 伊香保町議会選出議員

平 方 由 衛 小野上村議会議長

中 沢 義 美 小野上村議会選出議員

角 田 皇 小野上村議会選出議員

山 下 重 夫 子持村議会議長

埴 田 彦一郎 子持村議会選出議員

後 藤 邦 夫 子持村議会選出議員

角 田 一 民 赤城村議会議長

岩 崎 幸 代 赤城村議会選出議員

狩 野 富 雄 赤城村議会選出議員

狩 野 義 雄 北橘村議会議長

南 雲 鋭 一 北橘村議会選出議員

楯 信 一 北橘村議会選出議員
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役職名 委員区分 氏 名 備 考

委 員 ４号委員 今 成 久 男 渋川市自治会連合会会長

(学識経験者) 町 田 久 渋川商工会議所会頭

飯 野 照 男 渋川市農業委員会会長

山 口 源一郎 伊香保町区長会会長

千明三右衛門 （社）伊香保温泉観光協会会長

木 暮 敞 治 小野上村商工会会長

村 上 嶋 男 小野上村農業委員会会長

小 野 こ と 小野上村レディースクラブ会長

飯 塚 重 雄 子持村自治会長連絡協議会会長

石 関 吉 幸 子持村商工会会長

小 澤 一 二 子持村農業委員会会長

木 暮 政 光 赤城村商工会会長

兵 藤 吉 弘 赤城村農業委員会会長

永 井 俊 嗣 赤城村区長会会長

高 橋 新 吉 北橘村商工会会長

小 泉 隆 雄 北橘村農業委員会会長

５号委員 桜 井 芳 樹 渋川地区医師会会長

(市町村共通学 小 野 宇三郎 群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長

識経験者) 戸 所 隆 高崎経済大学地域政策学部教授

参 与 角 田 登 群馬県議会議員

大 林 喬 任 群馬県議会議員

真 下 誠 治 群馬県議会議員

高 橋 祐 司 渋川行政事務所長

伊 藤 一 秀 北群渋川農業協同組合代表理事副組合長

三 田 善一郎 赤城橘農業協同組合代表理事組合長

□欠席委員等（委員４名・参与１名）

委 員 ２号委員 村 尾 隆 史 伊香保町助役

３号委員 橋 寿 男 伊香保町議会選出議員髙

４号委員 長 竹 佳 子 伊香保町婦人会会長

萩 原 吉 久 北橘村区長会会長

参 与 真 下 誠 治 群馬県議会議員
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□市町村合併担当課長等

市町村名 氏 名 備 考

渋川市 狩 野 和 夫 企画課長

伊香保町 高 橋 義 明 企画観光課長

小野上村 平 方 敏 治 企画観光課長

子持村 鴻 田 恵 二 企画課長

赤城村 樺 澤 常 雄 企画課長

北橘村 小 泉 彰 晴 企画財政課主査

□事務局職員

市町村名 氏 名 備 考

渋川市 吉 原 康 之 事務局長

渋川市 五十嵐 研 介 事務局次長

渋川市 福 島 泰 利 総務ＧＬ（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ）

渋川市 笹 原 浩 計画Ｇ（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

渋川市 灰 田 幸 治 調整Ｇ

伊香保町 藤 岡 孝 広 計画ＧＬ

小野上村 飯 塚 玄 浩 調整Ｇ

子持村 寺 島 剛 総務Ｇ

赤城村 須 田 茂 之 計画Ｇ

北橘村 萩 原 一 夫 調整ＧＬ

□傍聴人

区 分 人 数 備 考

報道関係者 ２社 ２名

一 般 １６名

合 計 １８名
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２ 会議に付した案件

□協議事項

議案第１３号 協議項目 ７ 「地方税の取扱いに関すること」

議案第１４号 協議項目 ８ 「一般職の職員の身分の取扱いに関すること」

議案第１５号 協議項目１５「特別職等の身分の取扱いに関すること」

議案第１６号 協議項目１７「使用料、手数料等の取扱いに関すること」

議案第１７号 協議項目１８「公共的団体等の取扱いに関すること」

議案第１８号 協議項目１９「補助金、交付金等の取扱いに関すること」

議案第１９号 協議項目２０「付属機関等の取扱いに関すること」
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開 会（午後２時００分）

定刻となりましたので、ただいまから第４回渋川地事務局次長（五十嵐研介君）

区市町村任意合併協議会を開催させていただきます。

まず初めに、渋川地区市町村任意合併協議会の会長であります木暮渋川市長よ

りごあいさつを申し上げます。

皆さん、こんにちは。本日は第４回の協議会を開催いたしま会長（木暮治一君）

したところ、委員の皆様方におかれましては、大変お忙しい中をご出席を賜りま

して、まことにありがとうございます。平成16年の新春を迎えまして、改めて初

春のお喜びを申し上げます。

さて、本協議会につきましては、委員各位のご協力をいただき、第４回目を迎

えたわけでありますが、本日の協議事項といたしましては、地方税の取扱いに関

すること外６件についてご協議をお願いするものであります。前回までは合併の

方式、事務所の位置など、６項目の基本的事項につきましてご協議をいただいた

わけでありますが、今回以降につきましては、住民の皆さんにより深く結びつい

た事柄につきましてご協議をいただくことになってまいりました。この協議会で

の協議結果が新市における行政サービス、住民負担に結びつくわけでありますの

で、それぞれの委員の皆さんからご忌憚のないご意見を出していただきまして、

議論を深めていただければというふうに思っております。開会に当たりましての

ごあいさつとして、よろしくお願い申し上げます。

ありがとうございました。事務局次長（五十嵐研介君）

それでは、ただいまから次第に基づきまして、協議事項に入らせていただきま

、 、 、 、すが 会議録作成上 ご質問等がある場合には マイクをお持ちいたしますので

市町村名とお名前を述べていただいてからご発言をお願いいたします。

会議の議長につきましては、本協議会規約第10条第２項の規定によりまして、

会長が議長になることとされておりますので、会長の木暮渋川市長に議事進行を

お願いいたします。

なお、本日は46名の委員さんにご出席をいただいております。委員定数50人の

半数以上の出席となりますので、協議会規約の定めによりまして、会議が成立し

ておりますことを申し添えいたします。

それでは、会長、よろしくお願いいたします。

それでは、しばらくの間規定によりまして、議長を務めさせ議長（木暮治一君）

ていただきますので、よろしくお願いをいたします。

まず最初に、会議録署名人の指名でありますが、協議会会議運営規程に基づき

まして、議長が指名することになっております。各市町村の特別職にお願いする

こととしておりまして、前回は小野上村の野村収入役さんにお願いいたしました
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、 、 。ので 今回は名簿順によりまして 子持村の信澤助役にお願いしたいと思います

ご承認をお願いいたします。よろしいでしょうか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

それでは、ご承認ありがとうございました。議長（木暮治一君）

会議録署名人につきましては、信澤助役さんにお願いをいたします。

それでは、協議事項に入ります。

次第３の協議事項、議案第13号 協議項目７「地方税の取扱いに関すること」

についてを議題といたします。

事務局より説明をお願いいたします。

事務局長。

議案第13号 協議項目７「地方税の取扱いに関すること」

それでは、議案資料の１ページをごらんいただきたいと事務局長（吉原康之君）

思います。小さい方の資料であります。議案第13号 協議事項７「地方税の取扱

いに関すること」につきましてご説明いたします。

本議案の地方税は、国民健康保険税を除きまして、個人住民税、法人市民税、

、 、 、 、 、 、固定資産税 軽自動車税 たばこ税 入湯税 鉱産税 都市計画税でありまして

冒頭に申し上げました国民健康保険税については、別途協議をしていただくこと

にしております。これらにつきましては、ごらんいただいている資料の末尾にな

、 、 、（ ）、りますが 記載のとおりまず１でありますが 個人市民税につきましては １

個人市民税の均等割額は、地方税法の規定による標準税率、現在では2,500円で

ありますが、を採用いたしまして （２ 、個人市民税の所得割額は６市町村に相、 ）

、 。（ ）、 、違がないため 現行のとおりとするものであります ３ 個人住民税の納期は

地方税の定めるところによりまして、調整を図るとするものであります。ここで

言う地方税の定めの内容については、後ほど参考資料で説明をいたします。

２の法人市民税でありますが、法人市民税の均等割額及び法人税割の税率は、

渋川市及び子持村の例によるものとし、ただし合併特例法10条の規定を適用いた

しまして、合併が行われた日の属する年度及びこれに続く５年度に限り、現行の

税率を採用し、不均一課税とするものであります。

３の固定資産税でありますが （１ 、固定資産税の税率は、伊香保町の例によ、 ）

るものとし （２ 、納期につきましては、地方税の定めるところにより、調整を、 ）

図るとするものであります。

４の軽自動車税でありますが （１ 、税率については、渋川市、伊香保町、小、 ）

野上村、子持村及び北橘村の例によるとするものであります （２ 、納期は、渋。 ）

川市、子持村、赤城村及び北橘村の例によるとするものであります。
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、 、 、５のたばこ税でありますが たばこ税については ６市町村に相違がないため

現行のとおりとするものであります。

６の入湯税でありますが、税率については、伊香保町の例とし、課税免除につ

いては、６市町村に相違がないため、現行のとおりとするものであります。

７の鉱産税は、６市町村に相違がないため、現行のとおりとするものでありま

す。

８の都市計画税は （１ 、税率については、渋川市の例によるものとし、ただ、 ）

、 、し先ほどの法人市民税の場合と同様 合併特例法10条の規定を適用いたしまして

合併が行われた日の属する年度及びこれに続く５年度に限り、現行の税率を採用

し、不均一課税とするものであります （２ 、納期につきましては、固定資産税。 ）

の納期によるとするものであります。

それでは、協議項目の参考資料１ページ、長い方の資料ですが、ごらんをいた

だきたいと思います。

税目がかなり多いことから、説明がやや長くなりますものでありますが、よろ

しくお願いいたしたいと思います。ごらんいただいているまず個人市民税であり

ます。調整方針案でありますが、先ほど議案で説明いたしましたとおりでありま

す。

次に、右側の調整理由・課題という欄がありますが、調整は人口規模の拡大に

よりまして、個人住民税の均等割額が変わることや６市町村の納期に違いが見ら

れる等から行うものでありまして、財政運営の視点や住民生活の影響を考慮し、

、 。後ほど説明をいたします地方税法の定めにより 今後調整を図るとしております

それから、その下になお書きがありますが、均等割にかかわる改正が今期国会

において行われる予定だというふうなことであります。これは、ほぼ確定的であ

るという話であります。内容は後ほど説明いたしますが、現行の人口規模による

定めではありませんで、人口規模にかかわらず一律3,000円になるというような

ことであります。

次に、現況の欄であります。左側の欄でありますが、１の税率・納期等であり

ますが、ごらんの表は、その表の左側にあります項目について６市町村の状況を

整理したものでありますが、１の納税義務者から３の所得割まで、いずれも同様

であります。２の均等割額は、現況ではごらんのとおり2,000円でありますが、

先ほどの説明のとおり人口規模が変わることによって、現行では2,500円を採用

するとしたものであります。４の納期であります。各市町村いずれも４期として

おりますが、最終納期に違いが見られ、小野上村と子持村の欄をごらんいただき

たいと思いますが、１月となっております。他は12月であります。

次に、ただいまの表の下に整理をいたしましたものは、本議案に係る地方税法

の関係条文を抜粋したものであります。まず、左側冒頭の条文でありますが、個
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人均等割に係る定めでありまして、表のとおり人口規模によって標準税率が定め

られております。６市町村の人口は、合併で約９万人であります。中段にありま

す人口５万人以上50万人未満に該当いたしまして、具体的には2,500円になりま

す。これが先ほど申し上げました今後改正をされる予定だというふうなことであ

ります。

次は、所得割の税率に係る定めでありますが、６市町村の現況でも、先ほどの

調整方針でもこの定めのとおりの標準税率としております。

次の右側にあります規定は、先ほど申し上げました地方税の納期に係る定めで

、 、 、 、 、ありまして 上にありますのが普通徴収に係るもので 規定では６月 ８月 10月

１月の４期とすることが原則であります。条例でこれを変更できるとする定めで

あります。今後この規定に基づきまして、先ほども議案の説明で触れたとおり、

納期の調整を図ることにしております。次の特別徴収に係る定めについては、説

明を省略をいたします。

２ページをお願いいたします。２の先進地事例でありますが、表の上段の３市

については、内容は多少異なりますものの、先ほどご説明をいたしました本議案

の調整方針とほぼ同様であります。下段の３市は記載のとおり、特例措置を採用

したというふうなことでありまして、次の３は、財政影響額について本議案のと

おり個人住民税の均等割額を2,500円とした場合はどうなるかということで整理

をしたものでありまして、平成14年度の統計の額を前提に計算いたしますと、そ

れぞれ記載のとおり増収になりまして、合計では一番右の欄になりますが、

2,000円の場合に比較し、1,586万5,000円の増となります。それから、先ほど申

し上げました今後改正をされて、人口規模にかかわらず均等割額を3,000円とす

る改正が決まりますと、2,000円の場合に比較いたしまして、一番右側の最下欄

でありますが、3,173万円の増となります。

次の３ページをお願いいたします。次に、法人市民税であります。まず、調整

方針案につきましては、議案で説明したとおりであります。右側の調整理由・課

題の欄でありますが、調整は後ほど説明いたしますように、標準税率を採用して

おるところとそうでないところがあるため、６市町村の現況を踏まえまして、財

政運営等の視点から検討いたしたものであります。

次に、現況の欄の１の納税義務者及び税率等でありますが、この表の一番左側

の欄をごらんいただきますと、１の納税義務者及び最下欄の４の徴収方法につき

ましては、記載のとおり６市町村とも同様の内容となっております。２の均等割

、 、 、 、額は 記載の区分ごとに税率が定められておりまして 左から渋川市 伊香保町

一つ飛びまして、子持村の３市町村が、そして小野上村、赤城村、北橘村の３村

がそれぞれ同じ税率を採用しております。次に、３の法人税割は、表の右側にあ

ります赤城村と北橘村が標準税率の12.3％、そして左側にあります渋川市、中ほ
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どになりますが、子持村が制限税率の14.7％を採用しておりまして、伊香保町と

小野上村は記載のとおり、標準税率と制限税率の間14.0％と14.5％の税率を採用

しております。下段の表は、ただいま説明をいたしました６市町村の税率等の根

拠になっております地方税法等を抜粋したものであります。左側にありますもの

が法人等の均等割の税率を、また右側の冒頭の規定が法人税割の税率をそれぞれ

定めた規定であります。その下の規定は、いわゆる合併特例法の地方税の特例、

不均一課税に係る定めであります。

４ページをお願いいたします。２は先進地事例でありまして、西東京市ほか５

市の例でありますが、それぞれ背景を異にしているようでありまして、記載のと

。 、 、おり調整も方針も微妙に異なっております 次の３は 財政影響額でありまして

この表は平成14年度の統計をもとに、現行の税率と方針案等によって計算したも

のと比較したものであります。一番左側の欄の均等割、税割の項目が６市町村ご

とに現行の税率で計算したもので、その下にあります標準税率と最下欄になりま

すが、今回の調整方針案となった渋川市の例で計算したものをそれぞれ比較して

おるわけであります。

まず、標準税率を採用いたしますと、現在標準税率よりも高い税率を採用して

おります渋川、伊香保、小野上、子持の各市町村は、記載のとおりいずれも減収

となります。赤城、北橘の各村は、現行が標準税率でありますから、増減なしと

いうことになります。合計では、一番右の欄でありますが、１億2,034万4,000円

。 、 、 、の減収となります 最下欄でありますが 渋川市の例 調整方針案でありますが

これによりますと、先ほどとほぼ逆でありまして、小野上、赤城、北橘の各村に

おいて増収となりまして、合計では2,596万5,000円の増収となります。先ほど調

整方針案につきましては、財政運営の視点でと申し上げましたが、具体的にはこ

のような状況を勘案いたしまして、決定をしたわけであります。

５ページをお願いいたします。固定資産税であります。まず、調整方針案につ

いては、先ほど議案で説明したとおりであります。右側の調整の理由・課題の欄

でありますが、調整は税率につきましては、伊香保町で採用している一部不均一

課税の趣旨を生かすため、この例をもとに行うことにし、納期につきましては、

先ほどの個人市民税などと同様に、地方税法の定めによって調整を図ることとい

たしました。

次に、現況の欄、１の税率及び納期等でありますが、表の左側の項目のうち１

から３までは、２の税率に係る伊香保町の不均一課税以外は６市町村とも同様で

あります。最下欄４の納期につきましては、右側の子持、赤城、北橘の各村が同

一でありまして、他は渋川市の最初の納期が、また伊香保町と小野上村が最終の

納期がそれぞれ３村の場合と異なっておりまして、今後調整方針に基づいて具体

的に納期を決定することになりますが、住民への影響、財政収支等を考慮しなけ
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ればならないことから、その調整はかなり難しい判断が必要だというふうにこと

を想定しております。

次に、関係法令は地方税法等を抜粋いたしましたもので、左側にありますもの

が固定資産税の税率及び納期に係る規定でありまして、右側の上の条文は不均一

課税等に係るもので、先ほどの伊香保町における不均一課税は、この規定によっ

てその下にあります条例を定めまして行っているものであります。２は、先進地

、 、事例でありまして 西東京市以下納期に係る調整方針を決めているところが多く

下段の左側、宗像市の例は、やや異なっておりまして、記載のように固定資産税

の土地評価方式などについても調整方針を決めたようであります。３の財政の影

響については、ないということでありまして、６ページをお願いいたします。

軽自動車であります。調整方針案は、議案で説明したとおりであります。右側

の調整理由・課題の欄でありますが、調整は税率については、赤城村以外はすべ

て同様であることから、渋川市等の例を、また納期についても伊香保町以外は渋

川市等の５月をいずれも納期としていることから、これらのことを軸に行いまし

た。

次に、現況の欄、１の税率及び納期等でありますが、渋川市の欄をごらんいた

だきたいと思います。その税率の欄でありますが、下の方に雪上走行とあります

が、これについて赤城村だけがこれがありませんで、また３の納税通知書発送日

及び４の納期については、渋川市はいずれも５月でありまして、伊香保町以外は

いずれも同様であります。以下、関係法令等につきましては、説明を省略いたし

ます。

、 。 。７ページを飛ばしまして ８ページをお願いいたします たばこ税であります

調整方針案は、先ほど説明いたしましたとおりであります。以下は、説明を省略

をいたしまして、９ページをお願いいたします。入湯税であります。調整方針案

は、先ほど説明したとおりであります。右側の調整の理由・課題の欄であります

が、調整は特に税率の基本的な部分に違いが見られないことから、税率の種類の

多い伊香保町の例を軸に行うことといたしました。

次に、現況の欄、１の税率及び納期等でありますが、記載のとおり２の税率に

ついて、渋川市及び伊香保町が他と違いが見られるものの他は同様であります。

関係法令は、入湯税に係るものでありまして、下段になりますが、税率に係る規

定では、入湯税は入湯客１人１日について150円を標準とするとしております。

次の２の先進地事例については、説明を省略いたしまして、３の財政影響額であ

りますが、日帰り休憩を課税していない町村については、日帰り温泉施設入館数

を参考に試算したものが表の金額でありまして、一番右側の合計欄のとおり、総

額では4,615万7,000円の増となります。

次のページをお願いいたします。鉱産税であります。調整方針案は、先ほど説
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明したとおりであります。現況の欄の冒頭の表でありますが、最下欄に記載のと

おり、６市町村とも課税実績がない状況にありますので、説明は省略をいたしま

す。

11ページをお願いいたします。都市計画税であります。調整方針案は、議案で

説明したとおりであります。調整理由・課題の欄でありますが、都市計画税は渋

川市と伊香保町においてのみ課税をしておりまして、税率が異なっていることか

ら、調整するものでありまして、調整は財政運営の影響を考慮し、渋川市の例を

軸に行いました。ただし、税額の激変緩和のため、合併特例法の規定によりまし

て、一定の期間不均一課税とすることにいたしました。

次に、課題といたしましては、現在の納税義務者については、渋川市、伊香保

町とも条例で定める区域内の土地、家屋の所有者とされていますが、新市におけ

る課税区域は、新たに定められます都市計画区域の中で、現在の課税区域設定の

経緯等を踏まえまして、検討する必要があるということを上げております。

次に、現況の欄でありますが、１の税率及び納期等でありますが、都市計画税

は表に整理をいたしましたように、渋川市と伊香保町においてのみ課税をしてお

り、表では税率のみ異なっていることがわかります。その下の関係法令は、地方

税における都市計画税の課税客体等税率に係る規定と合併特例法における地方税

の不均一課税に係る規定でありますが、説明は省略いたします。次の２の先進地

事例でありますが、調整方針は本議案の場合と多少違いは見られますものの、基

本的には同様であると言えるかと思います。次の財政影響額でありますが、この

表は平成14年度の統計をもとに、税率を議案のとおり0.3％とした場合の影響額

を整理したものでありまして、伊香保町の最下欄をごらんいただきますと、

3,950万1,000円の増収となりまして、一番右側の合計の欄でありますが、都市計

画税の総額では現行では記載のとおり７億6,050万3,000円が８億4,000円となり

ます。

以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願

いいたします。

事務局の説明が終わりました。議長（木暮治一君）

議案第13号につきましては、今お聞きのように関係項目が個人市民税から都市

計画税まで８項目にわたっておりますので、各項目ごとにご協議をいただきたい

と思います。

まず、個人市民税についてご協議をいたしますが、ご質問等ございましたらお

願いをいたします。ございませんか。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ご質問もないようでございますので、それではお諮りをいた議長（木暮治一君）

します。
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個人市民税につきましては、原案のとおり決定することにご異議ございません

か。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議ございませんので、個人市民税につきましては、原案議長（木暮治一君）

のとおり決定されました。

次に、法人市民税についてご協議をいたしますが、ご質問等ございましたらお

願いいたします。特にございませんか。

はい。

伊香保の塩野でございます。法人市民税につきまして、渋川委員（塩野光弘君）

市及び子持村の例によるということで、標準税率じゃなくて制限税率、制限いっ

ぱいですね、14.7％にそろえるということでございますけれども、少なくとも標

準税率は12.3％であります。それは当然おわかりのことと思いますが、ただ単な

る財政運営への影響を考慮するということだけであって、高いところに合わせる

ということが妥当であるというふうな理解をですね、求めるというのは非常に難

しいんではないかというふうに思います。確かに14.7％に上げればですね、財政

運営が有利になるということは当たり前のことでございますけれども、そこのと

こは税を払う側に立って考えたとするならば、そこのところはですね、問題にな

ってくるだろうというふうに思います。特にそういうふうな言い方をしてはいけ

ないですけども、赤城、北橘村等から見れば、かなりの増額ということになりま

す。この辺をある程度調整をし直す必要があるんではないか。最低でもですね、

伊香保の14.0％ぐらいにですね、そろえるとか、そういった調整をもう少し再検

。 、討すべきではないかというふうに思うんです 何か高いところに合わせてですね

税収だけを確保するという、そういうふうな考え方で果たしていいのかどうかと

いうふうな問題があろうかというふうに考えますが、私もう少し皆さん方のご意

見を出していただきながら、私は調整を再度していくべきだというふうに思いま

す。

以上でございます。

それでは、さらに事務局の方からこの案につきまして、整理議長（木暮治一君）

した経過についてもう一度申し上げます。

それぞれ分科会あるいは専門部会、それから幹事会等で事務局長（吉原康之君）

ご議論いただいたわけでありますけれども、確かにご質問のようなお話も前提に

検討いたしました。最終的には財政運営上の視点でと、こういうお話を申し上げ

ましたが、基本的には全体的に見て、影響額が多いというようなことになります

と、この税目については減収になるわけでありまして、そういう意味では全体的

にはほかの部分では住民に影響が出てくるものも出てくるわけでありまして、そ

ういうことを総合的に判断をいたしまして、この税率にしたらどうかということ
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、 、 。で 幹事会までの議論では そういったことを前提に決定をしたわけであります

はい。議長（木暮治一君）

渋川市議会選出の新井と申し上げます。参考にお聞きをした委員（新井晟久君）

いんですが、この出される協議項目については、正副会長会議で一応したものが

全部出されてくるということでお聞きをして、そのとおりだということで聞いて

おります。たまたま今伊香保の委員さんから町名を挙げて、行政名を挙げて今若

干の質問が出ました。挙げられた例としては、赤城村、北橘村の例が挙げられて

質問もありました。そういうことからして、この税率が一番赤城村、北橘村が低

いわけですので、ここに村長さんもいらっしゃるので、村長さんはどのような意

見を持っているのか、いたのか。また、渋川、子持は同じなんですけれども、伊

香保、小野上、それぞれ制限税率より低いんで、それぞれの長のご意見をこの際

お聞きをしておきたいと思いますが、そういう質問はどうなんでしょうか、議長

にお願いしますが。

ただいま局長の方からお話し申し上げましたように、この原議長（木暮治一君）

案につきましては、正副会長会議で決定をさせて、きょうご提案申し上げている

ところでございますので、そういった点については、特にご異議ございませんで

した。

赤城の岩崎と申します。今の法人市民税についての質問なん委員（岩崎幸代君）

でございます。北橘、赤城、当然いろんなこの中に法人、個人それぞれ税率があ

、 、 、 、るわけなんですが 当然それぞれを勘案して １項目の法人だとか 個人だとか

そういうものを全部を勘案した中でこの税率をやったのか。それとも先ほど質問

したように、税収を上げるための最高値だけをとったのかと、そこら辺の基準点

ですか、それもちょっと聞かせていただければありがたいと思います。

事務局長。議長（木暮治一君）

それぞれ税率の検討につきましては、すべての市税ので事務局長（吉原康之君）

すね、地方税の税率を比較しながら検討したわけだというようなことではありま

せんが、基本的には先ほど申し上げましたような総合的な観点でですね、検討を

していただいたというふうなことで、その結果今回のような方針を案として決定

したと、こういうことでありますので、よろしくお願いいたします。

ほかにございませんか。議長（木暮治一君）

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ほかにないようですので、質疑を終わります。議長（木暮治一君）

それでは、お諮りをいたします。ただいま議題となっております法人市民税に

つきましては、原案のとおり決定することでご異議ございませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議もございませんので、法人市民税につきましては、原議長（木暮治一君）
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案のとおり決定されました。

次に、固定資産税について協議をいたしますが、ご質問等ございましたらお願

いをいたします。

はい。

渋川市議会の新井です。参考にお聞きをしたいんですけれど委員（新井晟久君）

も、この固定資産税については、私はこの案で了承をいたしますが、伊香保の場

合の参考だけなんですけれども、不均一課税で0.84％伊香保は現在不均一課税が

行われ、この伊香保の例によるということで、これはいいと思います。参考なん

ですが、現在不均一課税の差額はどのくらいになっているのか。その辺ちょっと

参考までに聞かせてもらえればと思いますが。

事務局長。議長（木暮治一君）

お示しをいたしました伊香保の不均一課税の税率による事務局長（吉原康之君）

積算の数字については、現在整理をしておりませんで、必要なら次回の会議で改

めてご報告を申し上げたいと思いますが、よろしくお願いいたします。

ほかにございませんか。議長（木暮治一君）

（ なし」と呼ぶ者あり）「

特にほかにご質疑もないようですので、質疑を終結をいたし議長（木暮治一君）

ます。

それでは、お諮りをいたします。固定資産税につきましては、原案のとおり決

定することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議ございませんので、固定資産税につきましては、原案議長（木暮治一君）

のとおり決定されました。

次に、軽自動車税についてご協議をいたしますが、税率につきましては、赤城

村さんのみが雪上走行の軽自動車の税率の規定がございませんので、他の５市町

村の例に合わせるというもので、納期につきましては、５月31日とするものであ

ります。ご質問ございましたらお願いをいたします。ございませんか。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ご質問もないようですので、それではお諮りをいたします。議長（木暮治一君）

軽自動車税につきましては、原案のとおり決定することでご異議ございません

か。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議ございませんので、軽自動車税につきましては、原案議長（木暮治一君）

のとおり決定されました。

次に、たばこ税についてご協議をいたしますが、たばこ税につきましては、６

市町村に相違がないので、現行のとおりとするということでありますが、質問が



- 15 -

ございましたらお願いいたします。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

特にご質問もないようですので、お諮りをいたします。議長（木暮治一君）

、 。たばこ税につきましては 原案のとおり決定することにご異議ございませんか

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議なしと認めます。議長（木暮治一君）

たばこ税につきましては、原案のとおり決定をされました。

次に、入湯税についてご協議いたしますが、質問等がありましたらお願いをい

たします。ございませんか。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ご質問もないようですので、質疑を終結し、お諮りをいたし議長（木暮治一君）

ます。

入湯税につきましては、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議なしと認めます。議長（木暮治一君）

入湯税につきましては、原案のとおり決定をされました。

次に、鉱産税についてご協議いたしますが、鉱産税につきましては、６市町村

に相違がございませんので、現行のとおりとするものであります。ご質問ござい

ましたらお願いいたします。ございませんか。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ご質問もないようですので、お諮りをいたします。議長（木暮治一君）

鉱産税につきましては、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議なしと認めます。議長（木暮治一君）

鉱産税につきましては、原案のとおり決定をされました。

次に、都市計画税についてご協議をいたしますが、ご質問等ございましたらお

願いをいたします。

はい。

都市計画税につきましてはですね、現在都市計画区域を設定委員（塩野光弘君）

しているのは、渋川市と伊香保町と、こういうことになっております。0.3％と

いうのも実は問題があるんですけれども、特に調整課題のところでですね、現在

の課税区域の状況と設定の経緯等を踏まえて検討する必要がある。当然検討する

必要があるわけです。しかしながらですね、そういうふうなことではなくて、一

たんこの都市計画税については、合併にかかわる時点においてですね、白紙に戻

すと。全部白紙に戻した上で新市計画の中で都市計画の問題をですね、再度検討

しながら、新たにその区域を設定するなり、こういった部分として、新たにつく
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っていくべき問題ではないか。単なる現実問題としてですね、区域の状況とか、

あるいは設定の経緯等を勘案することによって、そのまま継続をしていくという

のは、これはいかにもですね、問題があるんではないかというふうに考えており

ます。特に著しくですね、６市町村の中でアンバランスな状態になっている状況

でございますので、一たんこれはですね、先ほど来繰り返しますけれども、白紙

に戻し、再検討しながらですね、新市計画の中でつくっていくと、検討していく

、 、と そういうふうな考え方で進めていっていただきたいというふうに思いますが

いかがでございますでしょうか。

事務局長。議長（木暮治一君）

都市計画区域につきましてはですね、これは新市になっ事務局長（吉原康之君）

てから、もちろん新市建設計画の中で検討するかどうかは別にいたしまして、こ

この課題で整理しておりますのは、そういう趣旨でですね、都市計画区域につい

て改めて新市で見直して検討すると。ただ、この税率につきましては、既に渋川

市と伊香保町で長い歴史的な経緯があるわけでありまして、これはほかの税と全

く同じでありますから、そういう意味では税率が違う部分については、新市にな

って、とりあえず当面不均一課税としてですね、新たに新市で５年ないし不均一

課税で適用されるその期間内で検討すると、こういうことでありますので、都市

計画区域についてはお話のように新市になってから改めて検討し直すと、こうい

うことでありますので、よろしくお願いいたします。

再度確認をしておきたいんですが、新市計画の中で新たに検委員（塩野光弘君）

討し直す。区画については検討し直すということでよろしいんですね。

事務局長。議長（木暮治一君）

先ほど申し上げましたように、新市建設計画の中で検討事務局長（吉原康之君）

するかどうかは別にしてと、こう申し上げまして、いずれにしても、その期間的

な問題がありますから、都市計画区域の検討については、恐らく新市になって、

それぞれの関係者によって検討し直すと、こういうことでありますので、よろし

くお願いいたします。

はい。議長（木暮治一君）

渋川市は、制限税率の0.3％、伊香保は0.2％ということでご委員（新井晟久君）

ざいます。県内の状況はどうなっているのか。この辺ちょっと参考にお聞かせ願

いたいと。

事務局長。議長（木暮治一君）

県内の状況については、現在資料を整理しておりません事務局長（吉原康之君）

で、これについても先ほど申し上げましたように、必要ならですね、次回に改め

て整理したものでご報告させていただくということで、よろしくお願いしたいと

思います。
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税率の改正ということで、直接関係者には税金が上がってく委員（新井晟久君）

るわけですよね。ですから、渋川市以外の県内10市の状況ぐらいは、この際こう

いう機会に示していくべきじゃないか。全部ほかのところほとんど0.3％でやっ

ているんだということなら、それはそれでいいといいと思いますが、その辺のこ

とも税率の改正について伊香保町は0.2から渋川市に合わせるということで、決

めていくわけですよね。ですから、一たん決まればそういうことでいくわけです

から、５年間は不均一課税としても、その後はこういう形で進んでいくわけです

ので、もうちょっとその辺もですね、説明する立場として、またこれを提案する

立場として、我々がじゃもうしようがないんじゃないかと、納得できるような説

明があってしかるべきであるし、まして今まで個人市民税においても、これは地

方税によって決まるんで、上がるのしようがないと思う。しかし、これも上がり

ます。また、法人市民税についても上がると、こういう形で税金が上がってくる

わけです。これは、いろいろな状況があって、我々は今まで了承してきたわけで

すけれども、この都市計画税についても、もう少し判断材料として、その辺も示

していくべきだと思いますがいかがでしょう。もう一回。

事務局長議長（木暮治一君）

基本的には関係市町村間の税率の調整ということで検討事務局長（吉原康之君）

しておりまして、お話のとおり必要に応じてですね、これは必要に応じてですけ

ども、関係市なりのですね、仮に都市計画税について言えば、必要に応じてそう

いったデータを収集して今後はお示しをしていきたいと、こういうふうに考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。

今の答弁は答弁としてお聞きをいたしますが、それだけでは委員（新井晟久君）

私はこの都市計画税の点については賛否ができない。ほかの方はどう思っている

かわかりませんけど、そういうことを申し述べておきます。

、 、議長 木暮治一君（ ） 都市計画税につきましては 今局長が申し上げましたように

当面不均一課税という形で伊香保さんについては、今の税率のままやっていただ

くわけであります。そういった中で、まだ伊香保、渋川ほかにつきましては、都

市計画区域が設定されておりません。そういったことの中で、今後地域指定を考

えながら新しい市の中にあって新市建設計画の中で論議されるわけでありますか

ら、そういったご理解をお願いしたいと思います。

事務局長。

ですから、先ほども申し上げましたとおり、都市計画税事務局長（吉原康之君）

については今後数字を整理いたしまして、次回の協議会でご報告させていただき

たいと、こういうふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。

はい。議長（木暮治一君）

議長にお願いしますが、この点については、次回に対応を決委員（新井晟久君）
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めるようにしてもらいたいと、こう思います。これは私の意見です。ほかの方は

どうだかわかりません。

ただいま新井委員の質問が出されまして、その中でこの件に議長（木暮治一君）

つきましては、次回の協議会でもう一回ということでございますが、この点につ

きまして皆さん方のご意見をお願いしたいと思います。新井委員さんの意見を認

めて、後日ということでよろしいですか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

それでは、議案第13号についての議事の中で、都市計画税に議長（木暮治一君）

つきましては、次回の協議会の中で改めてご協議をお願いするということに決定

をさせていただきます。

以上で本件の13号につきましての協議が終了いたしました。都市計画税につき

ましての協議以外は終了したわけでございます。

次に、議案第14号 協議項目８「一般職の職員の身分の取扱いに関すること」

についてご協議をいただきたいと思います。

事務局より説明をお願いします。

事務局長。

「 」議案第14号 協議項目８ 一般職の職員の身分の取扱いに関すること

それでは、まず議案資料、小さい方でありますが、３ペ事務局長（吉原康之君）

ージをごらんいただきたいと思います。議案第14号 協議項目８「一般職の職員

の身分の取扱いに関すること」について説明を申し上げます。

協議項目８「一般職の職員の身分の取扱いに関すること」について、次のとお

り定めるものであります。末尾記載のとおり、１、一般職の職員については、市

町村の合併の特例に関する法律第９条の規定により、すべて新市の職員として引

き継ぐものとするものであります。

２、渋川地区医療事務組合の一般職の職員については、すべて新市の職員とし

て引き継ぐものとするものであります。

３、職員数については、新市において定員管理計画を策定し、定員管理の適正

化に努めるものとするものであります。

４、職名及び任用要件については、人事管理及び職員の処遇の適正化の観点か

ら、合併時に統一を図るとするものであります。

５、給与については、職員の処遇及び給与の適正化の観点から、調整をし、統

一を図り、なお合併時現職員については、現給を保障し、合併後速やかに給料の

格差是正を行うものとするものであります。

。 、大きい協議項目参考資料12ページをお願いいたします 調整方針案については
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ただいま申し上げたとおりであります。

次に、右側の調整理由・課題の欄でありますが、ここでは５項目にわたる調整

方針ごとに調整理由・課題を整理しておりまして、１は、一般職員にかかわるも

ので、合併特例法を根拠に、すべて新市に引き継ぐとするものであります。課題

といたしましては、格差是正の必要性を挙げております。

２は、医療事務組合の一般職に係るもので、６市町村の合併によって、組合設

置の理由がなくなることから、ただいまの１と同様な対応が必要であるとするも

のであります。課題といたしましては、一般の行政職員と異質であることから、

組織、機構の再検討が必要になるということであります。

、 、 、３は 職員の定員管理計画の策定に係るもので ただいまの１及び２のとおり

職員を新市に引き継ぐことによるものであります。課題といたしましては、記載

のとおり５項目ほど挙げておりまして、まず一つは、合併による一時的職員増加

への対応でありまして、職員の新規採用などは退職者や年齢構成などを考慮した

調整が必要であるというものであります。二つ目は、適正人員の把握と計画の策

定ということであります。三つ目は、過剰人員の整理などによる職員数の適正化

。 、 、ということであります 四つ目は 合併による管理職ポストが減少することから

そのための調整であります。五つ目は、ただいまの管理職ポストの問題とも関連

するものでありますが、グループ制の導入であります。

次に、４でありますが、職名等に係るものでありまして、６市町村の現況にか

なりの違いが見られますことから、調整を図るとするものであります。課題とい

たしましては、職名などの整理、さきに決定をいただいた総合支所方式によるこ

とから、支所の管理職の職名の検討が必要になるというものであります。

次に、５でありますが、給与等に係るものでありまして、６市町村間で制度、

運用等が異なるため、調整をいたしますもので、課題といたしましては、次ペー

ジをお願いしたいと思います。合併特例法などに基づく給与制度などの統一や記

載をいたしました幾つかの給与調整方式からの具体的な方式の採用の検討が必要

になるということであります。

また、前ページにお戻りをいただきたいと思います。現況の欄をごらんいただ

きたいと思います。まず、１の職員定数と実数であります。表の左側に記載のと

おり、部局ごとに条例定数と実数を整理しておりまして、渋川市の欄をごらんい

ただきますと、上段にあります条例定数は、条例で定められております職員数で

あります。実職員数は、平成15年４月１日現在の実職員数であります。最下欄を

ごらんいただきますと、それぞれ合計職員数があります。以下、同様にごらんを

いただきまして、表の一番右側の下でありますが、合計欄であります。条例定数

は1,104人で、実職員数は909人であります。

次に、２の職員給与でありますが、地方公務員の給与は、国に準ずるとされて
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おりまして、６市町村ではそれぞれ表に記載の国の行政職俸給表を使用しており

ますが、渋川市が同俸給表の１級から９級までを、他は１級から８級までを使用

しております。

次ページをお願いいたします。３の職名でありますが、ごらんのとおり渋川市

と他の町村では、かなりの違いが見られますし、また５町村についても、それぞ

れ微妙に異なっていることがわかるかと思います。

次に、その下にあります関係法令でありますが、合併特例法における職員の身

分の取扱いに係る規定と地方公務員法における一般職員と特別職員の種類等を定

めた規定でありまして、説明は省略いたします。

14ページをお願いいたします。４の先進地事例でありますが、表の上段の西東

京市及びさぬき市の例、それから下段にいきまして、東かがわ市及び山県市の例

が先ほど説明をいたしました本議案の調整方針とほぼ同様であります。他はやや

簡単な方針となっているようであります。

以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願

いいたします。

ただいま事務局の説明が終わりました。議長（木暮治一君）

議案第14号につきまして、ご質問等ございましたらお願いをいたします。特に

ございませんか。

給与についてちょっとお聞かせ願いたいと思います。委員（新井晟久君）

５番目の給与についてということで書かれております。合併時は現職員につい

ては現給を保障すると、その後速やかに給料の格差是正を行うということで、速

やかにというのは速やかだと思うんですけれども、合併時は現在の給料保障をし

て、その後格差是正、ですから職員の中に格差があると思いますが、下がる人が

いないようにするのか、現給料は保障し、今後も保障しながら、その辺の格差是

正についてはどういう考え方でいくのか。その辺をちょっとお聞かせ願いたいと

思います。

事務局長。議長（木暮治一君）

これは、調整の考え方でありまして、決定的な話ではあ事務局長（吉原康之君）

りませんので、そういったことでお聞きをしていただきたいと思います。

基本的には財政の問題もありますから、職員の立場からすれば、高い方にとい

うようなことが期待をしているようなことで望ましいわけでありますが、ただい

ま申し上げましたように、財政的な視点もありますし、それから調整の話でいく

と、そういう点を勘案した調整というようなことになりますと、当然今お話のあ

りました場合によっては、給与が下がる職員も出てくるというようなこともあり

ます。これは、先進地事例から見ても、そういった状況で調整をしているという

例が多いようでありまして、今後はそういった先進地事例あるいは渋川市地域の



- 21 -

実態もありますから、そういうことを総合的に勘案して、その辺の調整を図って

いく、こういうことになろうかと思いますので、よろしくお願いいたします。

現在の職員の方々は、現在もらっている給料でもって生活を委員（新井晟久君）

し、すべての社会生活をしているわけです。ですから、上がる分については別に

問題ないんですけれども、下がった場合にいろいろな家庭、家庭の中での生活状

態があるわけで、こういう厳しい経済情勢の中で給料が下がった場合には、その

辺の痛手も出てくると思うんですね。ですから、その辺の税金は不均一課税で５

、 、年間は不均一にして ５年後は正規のルールに従っていくということなんですが

合併時は現在の給料を保障するけれども、速やかに格差是正を行うという、その

速やかにというのは、税金のように不均一課税で５年間というのがありますけれ

ども、その辺のめどというのは、下がった場合に先ほども言いましたように、家

庭生活にも影響が出てくるわけですから、その辺は慎重にやってもらいたいし、

その辺の不均一課税と同じような考え方で対応をすることもできるのかどうか、

その辺の考え方についてもう一度お聞かせください。

事務局長。議長（木暮治一君）

合併をする場合の調整の一番難しい項目がこの職員給与事務局長（吉原康之君）

等でありまして、基本的には現在もいろんな方面からさまざまな検討を始めたと

ころでありますけれども、これも先進地事例等を見ますと、速やかにというふう

なことで記載をしてありますけれども、基本的には数年ないし10年近くかかると

いうようなことが現況でありまして、そういうことを前提にできるだけ速やかに

というようなことでお答えにはならないかと思いますけれども、そういう意味で

速やかに対応していきたいと、こういうことでありますので、よろしくお願いし

ます。

もう一回確認しますけれども、速やかにというのは５年から委員（新井晟久君）

10年と、こういうことでお聞きをいたします。それでよろしいですね。

事務局長。議長（木暮治一君）

例えば速やかにということで申し上げますと、５年から事務局長（吉原康之君）

10年ということでありまして、結果として長い場合も出てくると、こういうこと

でありますんで、よろしくご理解をいただきたいと思います。

はい。議長（木暮治一君）

伊香保の塩野でございます。ただいまの新井さんのご意見と委員（塩野光弘君）

いいますか、非常に言葉の関係というのがある意味では非常に重要になってくる

だろうというふうに思います。速やかということで論議がされましたけれども、

非常に調整方針が抽象的でありますので、したがって、どうしてもそういうとこ

、 。ろを聞いておきたいというのは これはいたし方ないことなんだろうと思います

、 、 、私は ４番目のですね 職名及び任用要件についての合併時に統一を図るという
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この文言がですね、はっきりしていないというふうな部分があるだろうというふ

うに思います。第１回の任意協の中で、基本的区分というのがありましたですよ

ね。その中に現行のとおりとするとか、合併時に統合するとか、再編するとかで

、 、 。すね そういった語句を個々にですね はっきりと定義をしたのがございました

その中に統一を図るというのはですね、出ておりません。統一を図るということ

がどういうことなのかということについて、少なくとも聞いておきたいのは、大

、 、した問題じゃないからお答え願いたいと思うんですけれども 新市に発足の前か

その時点なのか、あるいはその後なのか、お答えを願いたいと思います。

事務局長。議長（木暮治一君）

先ほどのお答えと同様でありまして、この職名等の問題事務局長（吉原康之君）

についても、非常に時間がかかる問題であります。ただ、この方針にありますよ

うに、合併時に統一を図るということでありますから、基本的には合併するとき

に統一を図ると、こういうことでありますんで、よろしくお願いいたします。

合併時に統一するという答えがですね、統一を図るというこ委員（塩野光弘君）

とだけの答えでは答弁にもならないんで、私が言っているのは、要するに考え方

、 、 。としてですね 統一をするというんだったら 合併時に統一してしまうわけです

それ時点で終わりということですね。統一を図るという表現がですね、文言が要

するに合併の日までにこの問題を解決していくのか。あるいはその後にですね、

少し少々時間をかけてもですね、検討をしていくのか。そして、統一を図ってい

くのか。この点を聞いておるわけなんで、統一を図るということをそのまま答え

てもらっても、答えにならないという。

事務局長。議長（木暮治一君）

お話にもありました過日の協議会でお示しをいたしまし事務局長（吉原康之君）

た調整方針の分類のところで、詳細に記載をしておりまして、２番目の項目で合

併時に統合するという基準については、調整が必要な事項で、新市発足の日から

いずれかの市町村の例に倣い施行するものと、こういう整理をしておりまして、

基本的にはこれに基づいて今後検討し、調整を図っていきたいというふうに考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。

はい。議長（木暮治一君）

定員適正化計画でございますが、新市において定員適正化計委員（新井晟久君）

画を策定するということでございますが、現在新市建設計画が進められておりま

すが、この定員適正化の点について、新市建設計画の中で対応をしていくべきじ

ゃないかと思いますけども、その辺はどう考えておられますか。

事務局長。議長（木暮治一君）

先ほどもご説明申し上げましたように、基本的には現在事務局長（吉原康之君）

、 、の職員はすべて新市に引き継ぐと こういう整理をすることになっておりまして
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これによりますと、新市建設計画については、今後さまざまな検討を加えて整理

をしていきたいと、こういうふうに考えております。それで、新市建設計画の中

で検討するのかと、こういうお話でありますけれども、財政推計ともこの職員の

定数等については関係してくるわけでありますけれども、現時点で新市建設計画

の方の検討では、一応かなり大まかな推計をもとに財政推計に反映していきたい

と、こういうことでありますので、この定員管理計画とはですね、それとももち

ろん関連はするわけでありますけれども、具体的な計画については、今後新市に

なっても含めてですが、そういう状況の中で検討し、定員管理計画を策定してい

きたいと、こういうふうなことで考えておりますので、よろしくお願いいたした

いと思います。

現在の職員は、すべて合併時には引き継がれるわけでござい委員（新井晟久君）

ますが、今後定員管理の問題等については、検討するわけでございますが、新市

建設計画の中で、ある程度のアウトライン的なものについてもですね、示してい

くべきじゃないかと思うんです。また、定員適正化計画については、今後重要な

問題でございますので、きちっとした対応をしなければなりませんけれども、新

市建設計画でいろんな面で、財政的な面でのいろいろ試算も出てくるわけです、

今答弁があったように。ですから、そういう点でもこの点についてはこれが決ま

りということでなくて、この点についても、新市建設計画はあくまでも一つの策

定案ですから、すべてそれがそのとおりというわけにもなかなかいかない面も、

今後出てくると思うんで、定員適正化計画についてもある程度の対応をしていく

べきじゃないかというふうに部長の今答弁聞いたんですけれども、まだそういう

ふうに思っておりますので、もう一度答弁お願いします。

事務局長。議長（木暮治一君）

、 、事務局長 吉原康之君（ ） 定員計画と新市建設計画 先ほど申し上げましたように

職員数等については、これ関連が深いわけでありますから、必ずしも違う話で整

理をするという話にはならないわけでありまして、そういう意味では先ほど申し

上げましたとおりであります。ただ、定員管理計画については、これは今後職員

数、財政運営等に非常に影響があるわけでありますから、かなり精密なといいま

すか、詳細な計画になるかと思います。ただ、財政推計、これは新市建設計画の

中で決めるわけでありますけれども、それにつきましては、ある面かなりマクロ

的なといいますか、そういったことで財政推計に反映させていくような、そうい

う整理になるかと思いますので、その辺はただいま申し上げました定員計画とや

や異なる部分がありますので、そういう意味の整理は新市建設計画においていた

しますけれども、定員管理の計画はまた定員管理の計画で緻密なあるいは正確な

そういう計画にしていきたいというふうに考えておりますので、その違いがあり

ますんで、その辺はご理解いただきたいと思います。
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ほかにご質問ございますか。議長（木暮治一君）

（ なし」と呼ぶ者あり）「

特にございませんようですので、先ほど来いろいろご質問を議長（木暮治一君）

いただいておりますけれども、今後の課題としていろいろあるわけであります。

合併の時点で当然そういった問題が大きな問題となるわけでありますけれども、

それではご質問を終結させていただきます。

議案第14号につきましては、お諮りいたしますが、原案のとおり決定すること

でご異議ございませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議なしと認めます。議長（木暮治一君）

よって、議案第14号につきましては原案のとおり決定することになりました。

、 「 」続きまして 議案第15号 協議項目15 特別職等の身分の取扱いに関すること

について、事務局より説明をいたします。

事務局長。

「 」議案第15 特別職等の身分の取扱いに関すること

、 、 、事務局長 吉原康之君（ ） それでは 議案資料の５ページ 小さい方でありますが

ごらんをいただきたいと思います。議案第15号 協議項目15「特別職等の身分の

取扱いに関すること」について説明を申し上げます。

協議項目15「特別職等の身分の取扱いに関すること」について、次のとおり定

めるものであります。末尾記載のとおり、特別職の職員、消防団員は除くわけで

ありますが、につきましては、その設置、人数、任期、報酬について、法令等の

定めるところに従い、次のとおり調整するとするものであります。

１は、市長、助役、収入役及び教育長の任期等については、法令の定めるとこ

ろにより、報酬の額は現行報酬額及び同規模の自治体の例をもとに調整をすると

するものであります。

２は、市議会議員の報酬の額については、現行報酬額及び同規模の自治体の例

をもとに調整するとするものであります。

３は、行政委員会の委員数、任期は、関係法令の定めるところにより、報酬の

額については現行報酬額をもとに調整するとするものであります。

４は、その他の特別職で、新市において引き続き設置する必要のあるものは、

現行の任期、報酬額をもとに調整し、新市において新たに設置するとするもので

あります。

。 、大きい資料の15ページをごらんいただきたいと思います 調整方針については

ただいま説明を申し上げましたとおりであります。右側の調整方針・課題の欄で
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ありますが、まず冒頭の１及び２は、市長や議員などの報酬に係るものでありま

して、自治体の規模などを考慮して定められておりますことから、合併により規

模が変わるため、調整をするものでありまして、課題といたしましては、別に議

案として協議をしていただきます議員の在任特例等により、合併時の議員数が異

なってくるということがあります。

次に３は、行政委員会の委員に係るものでありまして、任期等については、現

況ではかなりの違いが見られますことから、先ほどの市長等の場合と同様に、調

整をするというものであります。課題といたしましては、現行の選任方法と取り

扱い等に差異があるため、調整が必要であるというものであります。

次に４は、その他の特別職に係るものでありまして、市町村によって根拠規定

がないところあるいは人数などに違いがあることから調整するもので、課題とい

たしましては、その存廃や報酬額、そしてその定め方の検討、合併時に身分が失

われるものなどについての検討、特別職の定めのない委員の存廃の検討がありま

す。

次に、現況の欄をごらんいただきたいと思いますが、１では、特別職等人数、

任期、報酬額をこのページから24ページまでにわたって整理をしております。そ

れぞれごらんをいただきたいと思います。

25ページをお願いいたします。関係法令は、特別職に関連をした地方自治法の

規定を抜粋したものでありまして、説明は省略をいたします。

26ページをお願いいたします。２の先進地事例でありますが、上段の西東京市

及び下の段にあります東かがわ市の例が本議案の調整方針とほぼ同様の内容にな

っておりますが、他は比較的簡単な調整方針としているようであります。

以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願

いいたします。

事務局の説明が終わりましたが、議案第15号につきまして、議長（木暮治一君）

ご質問等ございましたらお願いいたします。

はい。

伊香保の塩野でございます。１点だけ確認でございます。そ委員（塩野光弘君）

うなっているかどうかということだけお答え願えればいいというふうに思いま

す。私は、第１回のこの任意協の会議の中で、いわゆる合併が６市町村がいわば

合併というですね、エアポートにソフトランディングをしていくためには、さま

ざまな施策が必要であるだろうというふうな話の中で、１点だけ副市長制を提起

申し上げたというふうに思います。さまざまな検討機関の中で検討しながらです

ね、検討していただくということで受け取られたというふうに思っております。

そういった意味で、この調整方針の最後の４の中にですね、この副市長制の問題

について、その他の特別職の扱いをしてほしいというふうに話をしてあると思い
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ますので、少なくとも新市において新たにですね、検討をしていくということが

その中でまだ継続をされているんだというふうに解釈をしてよろしいかどうかと

いうことについてご回答をお願いをしたいと思います。

事務局長。議長（木暮治一君）

ご質問のとおり、過日の任意協議会でご発言があったわ事務局長（吉原康之君）

けであります。その後私どもも副市長制等に係る資料等を整理をいたしました。

ただ、現行のただいま議案でお願いいたしましておるものについては、制度なり

あるいは設置されているものを前提に検討しておりまして、今後これらの資料を

もとにですね、任意協議会の、これは任意協議会の方でご決定をいただいて、我

々の方で検討するという、そういう順序になるのがいいのかなというふうに考え

ておりますが、基本的には資料等の整理をしておりますが、具体的な検討にはま

だ入っておりません。

具体的な検討に入っていないということであれば、それはそ委員（塩野光弘君）

れでいいんでございますけれども、それは検討課題にきちんと入っているかどう

か、お答え願いたいと思います。それだけで結構でございます。

事務局長。議長（木暮治一君）

、 、事務局長 吉原康之君（ ） 事務的には 先ほど申し上げましたとおりでありまして

任意協議会の方の方針に基づいて事務局なり、事務サイドで検討をし、任意協議

会でご決定いただいて決めていただくという方向の方が事務局といたしまして

は、検討を進める上ではいいのかなというふうに考えておりますんで、現在改め

てこのものだけを取り出してどうかという検討は、資料収集、先ほど申し上げま

したように、にとどまっていると、こういうことでありますんで、ご理解をいた

だきたいと思います。

どうも年とって頭が悪いものできちんと答えがわからない。委員（塩野光弘君）

私は、第１回の任意協で提起をいたしました。それは受けとめていただいたとい

うふうに解釈をしております。したがって、その問題を少なくとも資料収集をし

たということであるならば、そのことについて専門部会であれ、分科会であれ、

あるいは幹事会であれですね、そこで検討をしていただいて、再度任意協の場で

出していただく。そして、皆さんのご意見によって必要であれば求める。必要で

なければそれは要らないということをこの任意協の場で決定すればいいわけでご

ざいますので、そういったシステムで、また再びですね、任意協の議題の中に上

げていただけるかどうかということを求めているわけで、その辺のお答えをはっ

きりとお願いできますでしょうか。

副市長制につきましては、さきの会議の中でご提案をいただ議長（木暮治一君）

いたわけでありますけれども、特に今の段階で副市長制という議題につきまして

は、我々としても議題としてはおりません。任意協議会の委員の皆さん方がご議
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決の中でそういった発言が１人の意見でなくて、なされたということであれば、

当然我々も議題として正式に上げさせていただきます。

はい。議長（木暮治一君）

渋川の宮下ですが、今までですね、前回の会議のときに出さ委員（宮下 宏君）

れてから、私も各町村さんへ今歩いております。そういう中で、非常に不可解と

いうんですか、その副市長制という言葉だけで村民、町民、その辺まで非常にい

ろんな声が出ておるのを聞いてきたわけであります。非常に今大事な中での例え

ばですね、うちの方の村長がそれをあずかるような申し合わせのような、裏の方

ではこういう話があるとか、そんな話も今は聞いてきたわけでありますが、この

任意協の今立ち上げた中でのそういう役ですか、そういうのをこれから協議する

というようなのは、この趣旨そのものも今議員の定数の減だとか、首長の減、そ

ういうものから考えますと、非常に心配の種のようなそういうのがあるんで、私

はそれはこういう中でつくっていくというのは反対をしていきたいと思います。

私の感じでありますが、よろしくお願いをしたいと思います。

ただいま塩野委員の方から副市長制についてのご発言がござ議長（木暮治一君）

いました。また、宮下委員の方からは、そういったことについては反対であると

いうふうなご意見が出されました。委員の皆様方からこの関係につきまして、も

う一言ご意見が出していただければと思っております。特にございませんか。こ

の市町村合併につきましては、市町村長以下特別職につきましては、合併と同時

に職を失するわけであります。そういった中で、この合併の一つの大きな目的と

いたしましても、そういった特別職の減というものも当然大きなものになってく

るわけであります。それぞれの地域の中で、こういったものにつきましても、地

域審議会等いろいろこれから皆さん方とともにご協議をいただかなければならな

い大きな問題があるわけであります。そういった中で、この論議等もその位置づ

。 、け等も当然考えていかなければというふうに思っております そういった関係で

ただいまのお話につきましては、私といたしましても、本来ですと、特別職を増

員するという形になるわけでありますから、この点についてはちょっとどうかな

という感じも申し上げたいと思っております。この件につきましても、塩野委員

さんもう一度ひとつお考えをお願いいたします。

この任意協の場の話でございますので、皆さん方がどう受け委員（塩野光弘君）

とめていただくかということで、結論的には私はよろしいだろうというふうに思

うんですけども、例えば二、三町村がですね、合併をしていくのであれば、これ

はかなりスムーズにいく部分というのがこれは多いだろうと。しかしながら、６

市町村ということになりますとですね、六つの自治体がですね、少なくとも一緒

になる。そしてまた、地域住民もですね、間違いなくそこに一つのものとして統

合されていくということでございますので、そこにはさまざまな問題が少なくと
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も合併した時点あるいはそれをする時点からですね、ここ何年かあるいは何十年

かかけてそういう問題が起こり得るだろうということは、これは想定できるだろ

うというふうに思います。

そういった中で、どれだけできる我が町、我が市ということになるわけですか

ら、それがうまく融合してですね、人々が融合し、そして本当に我が町だという

ことをですね、末端の末端まで了解していくためにはですね、各地域、町村ので

すね、人たちの意見というのがですね、上がっていって、その中で受けとめられ

ていくということが私は大事なんだろう。そのために非常に短期間であっても、

あるいは３年でも、４年でも結構だから、少しずつ地域の代表をする人たちの意

見をですね、全体の市政の場の中でですね、影響し合いながら、うまく町民との

ですね、間の関係をですね、うまく持っていくような調整する人たちが必要なん

ではないか。あるいは地域の要望あるいはですね、市の要望、そこをどういうふ

うにしてですね、地域の人々といわば執行部の関係をですね、滑らかにしていく

かということが必要なんではないかということで、一つの方策として副市長制と

いうのがどうだというふうに提起を申し上げたわけです。宮下議長さんがどうい

うふうなうわさを聞かれたかわかりませんけれども、決してそういう変な意味で

はなくてですね、どうやったら合併をした後におけるですね、新しい市の動きと

いうもの、その未来に向けてですね、どう融合できるかということの一つの施策

として、長い期間ではなくて、短い期間の中でその土台を、要するにインフラを

固めていくためのですね、施策として考えていったらいいのではないか。当然お

金はかかります。しかしながら、それにも増してですね、私はこの大きな合併に

よってですね、市の皆さん方が納得できる新しい市として進めていけるような場

をつくるために必要な措置ではないかというふうに思っております。

そういうことで、第１回で私は提起をいたしましたんで、これは提起を受けと

めてもらえたというふうに判断をしておるんです。ところが、皆さんからさまざ

まご意見があるでしょうから、その中できちんと提起を出していただいて、必要

ないということであれば、これはいたし方ございません。しかしながら、必要で

あればですね、検討していただいて、検討をしていただいた上で、私は何か出し

ていただきながらですね、皆さんのご判断に任せていただきたいというふうに思

います。私はぜひやっていただきたいというふうに思いますけれども、これは私

、 、 、の意見でございますので ぜひ皆さん方の決定でございますれば 従いますので

そのことについてはそう思っておりますので、よろしくお願いしたいというふう

に思います。

私はですね、群馬県なら副知事があるわけですが、市町村の委員（宮下 宏君）

中では大きい市では助役、立場上これは事業助役だとか、また事務の方の管理の

方の助役、そういうのがあるわけで、今ですね、この合併についての人事という
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んですか、首長、また次のというようなものまでは、私は全然頭にないわけで、

必要に応じてこれからそういう論議でいくとするならばですね、私は第１助役、

第２助役のような名称、これはいろいろあると思いますが、副市長という名称も

案かもしれませんけど、私はそんなような感じを持っておりますので、よろしく

お願いをしたいと思います。

ただいまお２方からそういった不要論といいますか、そうい議長（木暮治一君）

。 、う形とぜひ置くべだという形のお話がありました この合併協議におきましては

それぞれの町村の持ち味を生かしながら、お互いがお互いの気持ちをわかり合っ

てやるということが合併の本筋だと思っております。ですから、副市長がいなけ

ればということは、必ずや正しくないというふうに思っておりますし、そういっ

た観点から協議がなされるわけでありますから、今宮下委員の方からお話があり

ましたように、必要に応じてこれは必要な職は設けなければならない、こういう

ふうに思っております。今後につきまして、ただいまの提案の中では、現行の形

の特別職という形でのいろいろ方針が示されているわけでありまして、今後につ

きまして、新たな発足の中でこういったものが必要なものは当然つくっていかな

ければならない。名称も変えていくということになるかもしれませんけれども、

この点につきましては、今後まだまだこれ議論が進む中で検討すべき問題、大き

な問題だと思っておりますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。

、 、 、それでは いろいろご議論がありましたけれども 議案第15号につきましては

質疑ほかにございませんか。

はい。

市議会議員の報酬の額について、このことにつきまして、こ委員（新井晟久君）

のように調整方針が示されております。まだ市議会議員としての任期、また定数

等がまだ協議項目では出ておりません。協議項目５でございますが、それが出て

いないので、今この場所でこの案が妥当なのかどうか。その辺の判断がまだつき

かねているんですね。ですから、その辺について協議項目５については今回出て

おりませんが、特別職の身分の取り扱いということになると、当然市議会議員の

この点についても出てくるわけで、その点との協議項目５との関連についてはど

のように考えているのか、お聞かせください。

事務局長。議長（木暮治一君）

議員の報酬につきましては、ただいま表の中にありまし事務局長（吉原康之君）

たように、これから身分の取扱いについて、きょう、その他のところで参考の資

、 、料を説明させていただく予定でありますが 具体的に協議日程に上がった段階で

。 、その身分の取扱いについてはご協議いただくわけです ただ報酬につきましては

、 、もちろん議員の任期あるいは定数等と当面関係してくるわけですけれども 反面

特別職全体の中で議員の報酬をどうするかという話も非常に重要でありまして、
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そういう意味で議員の報酬につきましては、その他の特別職の職員と同様に「特

別職等の身分の取扱いに関すること」ということで、今回こういった整理をさせ

ていただきました。よろしくお願いいたします。

議員の定数について特例措置を取らなければこれはこのとお委員（新井晟久君）

りでいい。といいますか、私は、同規模程度の議会の例によって調整する。これ

はこれで考え方としては、同規模程度の自治体の例によるということはいいと思

うんですね。特例措置を取るかどうかは、今後、協議項目５で協議をしていくわ

けです。ですからこの点について特例措置を取った場合に、いくつかの特例措置

がありますけれど、２年の在任期間を取った場合にどうなるのか。私の考えは新

しい町村の議員の方々が合併した場合には、新しい市議会議員として誕生するわ

けですね。特例措置を取った場合に、２年間の特例を、その場合には、私の考え

は、若干財政的にお金が掛かる面はありますけれど、市議会議員としてしっかり

頑張っていく立場から考えた場合には、現在の渋川市議会の議員の報酬によった

らどうか。また、本来の定数時には、同規模の自治体の例によって調整を図った

らどうかという考えを私は持っています。それは皆さんいろいろ考えがあると思

うので、今後、検討しなくてはならない。私は、例を言ったので、これはここで

決まるとこういう形になっていきます。ですから、その辺について、私は、市議

会議員なので私の立場で言ったんですけれども、議員でない委員さん４号委員さ

ん、５号委員さんもいますので、ぜひ、その辺のことについても考え方をお聞か

せ願えればと思います。

ただいま新井委員さんのご意見のなかで、ご意見がありまし議長（木暮治一君）

たらお願いします。

。 。委員 戸所隆君（ ） 高崎経済大学の戸所と申します ５号委員と申されましたので

現在問題になっておるところであるならば、今後進め方によって、議員の方の処

遇をどうするか。どういうふうな形でもこれでいけば、いろいろ処置ができるか

と思いますけれど、その段階で、現在いくらだとかなりきっちり決めてしまいま

すと、これは何らかの形で特別職の設置あるいは給与に関する委員会など設けな

ければならないなど、いろいろ複雑になります。ですから、ここでこう決めたこ

とによって、その他の項でどういう形で議員の方の処遇を図るかそこに言及して

くると思うんです。どういう形であってもこれでいけば、私はいけるんじゃない

かと思っております。

私も認識がちょっと甘かった面もあるんですが、この調整案委員（新井晟久君）

では、現行報酬額ということは、現在の現行報酬ということですから、渋川他６

市町村の議員さんの現行報酬でいくとこういう意味なんですかね。この辺の取り

方が私もわからなかったので。

事務局長議長（木暮治一君）
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現行といいますのは各６市町村でそれぞれ報酬額が全部事務局長（吉原康之君）

違うわけでありますから、違った額を基にもちろん同規模の自治体の例を参考に

ということでありますから、結果的に最低の額に調整案が整理されることもあり

ましょうし、例えば渋川市議会議員の報酬が一番高いわけですけれど、その一番

高いところに調整を決定するということもありましょうし、そういう意味で現行

のということは、現行の６市町村の報酬を基にということでありますから、もう

少し言えば、例えば財政的な問題もありましょうし、先ほどお話いたしました在

任特例や定数特例とのとりあえず関係も出てまいりますから、今後は戸所委員も

お話をされたように議員の身分の取扱い等の中で、こういった方針で行きたいと

言っていただければ、今私が話しているようなことも含めて、総合的な視点で検

討いただけるということでおりますのでお願いいたします。

、委員 新井晟久君（ ） 私も自分の立場が市議会議員で現在活動しているわけですが

その頭から現行というのは市議会議員の金額かなと思ったので、ちょっと私の勘

違いで、今後は各市町村議会の議員の報酬はそれぞれ異なっておりますから、今

後の話し合いの中で最高にするか最低にするか中間にするか、それはその他の項

の中でも話が出てくると思いますが、先ほどの戸所委員さんが言われたとおりの

ことでよろしいかと思います。考え方が議員の立場から言ったもので失礼しまし

た。

ただいま新井委員の発言の中には、先ほど戸所委員さんから議長（木暮治一君）

話が出ましたように、この後そういった問題についてもいろいろご議論いただく

ことになるわけでありますので、よろしくお願いいたします。

この件につきまして他にご質疑ございますか。ないようですので、質疑を終結い

たします。それではお諮りをいたします。議案第15号につきましては、原案のと

おり決定することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議なしと認めます。議長（木暮治一君）

議案第15号は原案のとおり決定されました。ここで暫時休憩をいたします。

－－－－－ 休 憩 －－－－－

「 、 」議案第16号 協議項目17 使用料 手数料等の取扱いに関すること

休憩前に引き続き会議を再開いたします。議長（木暮治一君）

議案第16号 協議項目17「使用料、手数料等の取扱いに関すること」についてを
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議題といたします。

事務局の説明をお願いします。

事務局長

それでは、議案資料７ページ、小さい方の資料でありま事務局長（吉原康之君）

すが、ごらんをいただきたいと思います。

議案第16号 協議項目17「使用料、手数料等の取扱いに関すること」について

説明を申し上げます。協議項目17「使用料、手数料等の取扱いに関すること」に

ついて、次のとおり定めるものであります。末尾記載のとおり、１、使用料につ

いては、原則として現行のとおりとする。なお、同一または類似する施設の使用

料については、新市において段階的に調整するとするものであります。

２、手数料については、６市町村で差異のないものは現行のとおりとし、差異

のあるものは新市における速やかな一体性の確保と負担公平の原則に基づき、適

正な負担額を決定し、合併時に統一するとするものであります。

協議項目参考資料の27ページ、大きい資料でありますが、ごらんをいただきた

いと思います。調整方針につきましては、ただいま説明したとおりであります。

右側にあります調整理由・課題の欄でありますが、まず使用料については、施設

の建設年次などを考慮して定められておりますことから、調整は新市において段

階的に行い、手数料につきましては、負担公平の原則に基づき合併時に統一する

とするものでありまして、課題といたしましては、使用料の調整を段階的に行う

場合は、住民負担を配慮する必要があるということであります。

次に、現況の欄左側でありますが、１の使用料の現況でありますが、施設の種

類ごとにこのページから42ページにわたるものでありますが、まずこの27ページ

では、公共ホール等の使用料について、それから次の28ページをごらんいただき

、 、 、たいと思いますが 左側の上にありますように 福祉関係施設の使用料について

それから次の29ページでありますが、30ページにわたりまして、温泉施設等使用

料について、それから31ページになりますが、32ページにわたりまして、商工観

光等施設使用料について、それから次の33ページからでありますが、40ページま

、 、 、 、でにわたって 公園 体育施設等使用料について それから少し先にいきますが

41ページからでありますが、これが44ページにわたって公民館施設等使用料につ

いて、それから次の45ページでありますが、美術館、資料館等使用料をそれぞれ

整理をいたしております。

それでは、46ページをごらんいただきたいと思います。これは手数料の現況で

あります。このページから48ページまでにわたって整理をしておりますが、各種

手数料の現況についてそれぞれ整理をいたしております。その内容については、

説明を省略いたしますが、次に49ページをごらんいただきたいと思います。この

ページの冒頭の部分でありますが、ここでは本議案の使用料、手数料の取り扱い
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として協議していただくものを整理しておりまして、まず使用料については、公

の施設の使用料ということでありまして、ただし書きの公共物使用料以下にあり

ますものにつきましては、各種事業の取り扱いにおいて別途協議をいたすことに

。 、 、 、しております 次に その右側にあります手数料については 窓口サービス関係

各種許可、検査等の手数料ということでありまして、ただし書きの水道関係手数

料以下にありますものの取り扱いは、使用料のただし書きの場合と同様でありま

す。その下にあります関係法令は、手数料、使用料等に係る地方自治法の関係規

定を抜粋したものであります。内容の説明は省略いたします。

次の２は、先進地事例でありますが、表現等の差異はありますものの基本的に

は先ほど説明いたしました本議案の調整方針とほぼ同様のものとなっておりま

す。

以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願

いいたします。

事務局の説明が終わりました。議長（木暮治一君）

この議案第16号につきまして、ご質問等ございましたらお願いをいたします。

特にございませんか。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ないようですので、質疑を終結をいたします。議長（木暮治一君）

それでは、お諮りいたします。議案第16号につきましては、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議なしと認めます。議長（木暮治一君）

議案第16号は原案のとおり決定されました。

続きまして、議案第17号 協議項目18「公共的団体等の取扱いに関すること」

についてを議題といたします。

事務局の説明をお願いします。

事務局長。

「 」議案第17号 協議項目18 公共的団体等の取扱いに関すること

それでは、議案資料９ページをお願いいたします。小さ事務局長（吉原康之君）

い方の資料でありますが、議案第17号 協議項目18「公共的団体等の取扱いに関

すること」について説明を申し上げます。協議項目18「公共的団体等の取扱いに

」 、 。 、関すること について 次のとおり定めるものであります 末尾に記載のとおり

公共的団体等の取り扱いに関することについては、新市の速やかな一体性を確保

するため、それぞれの実情を尊重しながら、統合整備に努めるとするものであり
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ます。１では、６市町村に共通している団体は、できる限り合併時に統合できる

ようにその調整に努めること。２では、６市町村に共通している団体で、統合に

時間を要する団体は、将来統合するよう調整に努めること。３では、独自の目的

を持った団体は、原則として現行どおりとするとしております。

協議項目参考資料の50ページをごらんいただきたいと思います。調整方針につ

きましては、ただいまの説明のとおりであります。右側の調整理由・課題の欄で

ありますが、調整は、合併特例法第16条第８項に規定をされている新市の一体性

の確立という観点から、公共的団体の速やかな統合整備を図るために行うもので

あります。課題といたしましては、商工会議所等記載の団体については、地域特

、 、性や歴史的経緯を十分配慮し それぞれの団体における協議等の動向を見定めて

統合のための調整を行う必要があるということを挙げております。

現況の欄でありますが、１の市町村の現況でありますが、表は一番左側の欄の

とおり、当任意協議会の専門部会ごとにそれぞれ担当いたします公共的団体等を

市町村別に整理したもので、このページから51ページにわたっておりますが、整

理をしております。内容については、説明を省略いたします。

52ページをお願いいたします。２の市町村合併に係る公共的団体の取り扱いで

ありますが （１）では公共的団体の定義について整理をしておりまして、公共、

的団体とは農業協同組合等そこに記載の団体等で、公共的な活動を営むものはす

べてこれに含まれ、法人に限らないとしております （２）では、本議案でいう。

公共的団体等の取り扱いとして協議するものについて、次に記載の①の団体の設

置について市町村の意思が関与しているもの、②の市町村の区域をもって設置す

る旨の法的根拠があるもの、③の市町村の事業に大きく関与しているものの３項

目を挙げております （３）は、主な公共的団体でありますが、記載のとおりそ。

の冒頭にあります社会福祉協議会の取り扱い、次の商工会議所、商工会の取り扱

い、右の方へいきまして、シルバー人材センターの取り扱い、土地開発公社の取

、 、り扱い 最後にその他公共的団体の取り扱いということで整理をしておりまして

これら公共的団体等の取り扱いについては、先ほど調整理由等でご説明申し上げ

ましたとおり、原則は合併特例法の第16条第８項に定められておりますとおり、

合併時に統合整備を図るということであります。

、 、しかしながら それぞれの公共的団体等におきましては設立時の経緯等を含め

さまざまな事情が想定されることから、統合に時間を要するという団体も当然あ

るわけでありまして、このような団体については、将来統合するその調整に努め

ていただくということであります。このことが先ほどの調整方針の２に盛り込ん

だわけでありまして、それぞれ記載の内容については、説明を省略いたします。

その下にあります関係法令は、公共的団体等の統合などにかかわります合併特例

法、地方自治法、商工会議所法等の関係規定を抜粋したものであります。左側の
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上から三つ目にあります商工会議所法というのがあります。これをごらんいただ

きますと、先ほどの説明とやや重複いたしますが、簡単に要旨を説明いたします

と、第８条でありますが、商工会議所は原則として一つの市をその区域とすると

定められておりまして、その下の８条の２というのがありますが、廃置分合、つ

まり市町村が合併をし、市町村の区域が変わる場合の特則について規定をしてお

りまして、先ほどの定めのとおり、一つの市に一つの商工会議所が原則でありま

すが、いろいろな事情からその統合に時間を要するといった場合については、統

合ができるまで合併前のまま存続することができるとする規定であります。これ

については、町村にあります商工会についても同様でありまして、それにかかわ

ります商工会法の規定が右側になりますが、これらの条文から考えますと、商工

会議所と商工会とが同一地区に存在というようなことが現実起こった場合につい

ても、取り扱いについては同様であります。

それから、次の53ページをお願いいたします。３の先進地事例でありますが、

基本的にはいずれもただいま説明いたしました本議案の調整方針とほぼ同様の内

容となっております。

以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願

いいたします。

説明が終わりましたので、議案第17号につきまして、ご質問議長（木暮治一君）

等ございましたらお願いいたします。特にございませんか。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ないようですので、質疑を終結いたします。議長（木暮治一君）

それでは、お諮りをいたします。議案第17号につきましては、原案のとおり決

定することでご異議ございませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議なしと認めます。議長（木暮治一君）

議案第17号は原案のとおり決定されました。

続きまして、議案第18号 協議項目19「補助金、交付金等の取扱いに関するこ

と」についてを議題といたします。

事務局の説明をお願いいたします。

事務局長。

「 、 」議案第18号 協議項目19 補助金 交付金等の取扱いに関すること

それでは、議案資料をごらんいただきたいと思います。事務局長（吉原康之君）

11ページであります。議案第18号 協議項目19「補助金、交付金等の取扱いに関

すること」についてご説明申し上げます。
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協議項目19「補助金、交付金等の取扱いに関すること」について次のとおり定

めるものであります。末尾に記載のとおり、補助金、交付金等の取り扱いについ

ては、従来からの経緯、実情等に配慮し、新市発足後速やかに調整するとするも

のであります。

１は、６市町村で同一あるいは同種の団体等については、団体の意向、協力を

求めつつ、統合等の推進を考慮し、調整すること。

２は、各市町村独自の団体に対する補助金等については、制度の経過、従来の

実績を尊重し、新市において調整すること。

３は、６市町村で同一あるいは同種の事業に対する補助金は、制度の統一化に

向けて調整すること。

４は、各市町村独自の補助金については、事業の実績を踏まえて新市全体の均

衡を保つように調整すること。

５は、整理統合できる補助金等については、統合の方向で調整をするとするも

のであります。

大きい資料の54ページをお願いいたします。調整方針につきましては、ただい

まの説明のとおりであります。右側の調整理由・課題の欄でありますが、調整は

６市町村において同一あるいは同種の団体補助金があることから、一体性の確立

、 、 、等を図るために また同一あるいは同種の事業については 公平の原則の視点で

合併時の統一を図るために行うとしております。課題といたしましては、これま

での経緯等から関係団体の理解や市町村独自の制度については、事業目的、効果

など総合的な検討の必要性を挙げております。

左側の現況の欄でありますが、市町村の現況でありますが、この表では括弧内

にありますとおり、団体運営補助金について、先ほどの公共的団体等の場合と同

様に、当任意協議会の専門部会ごとに担当する補助金を整理しております。これ

が56ページまでにわたって整理をしておりますが、内容については説明を省略を

いたします。

56ページをお願いいたします。このページの下の方になりますが、２の事業費

補助金でありますが、ただいま説明を申し上げました団体運営補助金の場合と同

、 。様に整理をしておりまして これが63ページまでにわたって整理をしております

内容は説明を省略いたします。

64ページをお願いいたします。３の補助金、交付金でありますが、ここでは関

係法令の抜粋と補助金の定義等を整理をいたしておりまして、内容については説

明を省略いたします。

次の４の先進地事例でありますが、基本的にはいずれも本議案の調整方針とほ

ぼ同様の内容になっております。

以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願
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いいたします。

ただいま事務局の説明が終わりましたので、議案第18号につ議長（木暮治一君）

きまして、質問等ございましたらお願いをいたします。特にございませんか。

はい。

補助金、交付金の取り扱いに関する点で、調整方針が決まっ委員（新井晟久君）

た場合に具体的な問題が今後この調整方針に沿って各専門部会ごとに列記してい

る点について具体的に決まってくると思うんですが、それらの点についてはどう

。 。いう機会に報告があるんでしょうか この点についてちょっとお聞かせください

事務局長。議長（木暮治一君）

ご説明申し上げましたように、かなりの数にそれぞれ上事務局長（吉原康之君）

るわけであります。いずれにしても、時間もかなりかかるわけでありますが、時

期に応じて任意協議会にご報告をその結果については申し上げていきたいという

ふうに考えております。これにつきましては、これまでもさまざまな協議項目に

ついて決定をしていただいておりますが、その協議項目の内容についても、今後

具体的に検討し、包括的な方針でご決定いただいているものがかなりありますん

で、具体的な決定事項については、今後このただいまの補助金の場合と同様に、

時期を見て任意協議会にご報告を申し上げていきたいと、こういうふうに考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。

ほかにございませんか。議長（木暮治一君）

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ほかにご質疑ないようですので、質疑を終結をいたします。議長（木暮治一君）

それでは、お諮りをいたします。議案第18号につきましては、原案のとおり決

定することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議もないようですので、議案第18号は原案のとおり決定議長（木暮治一君）

をされました。

続きまして、議案第19号 協議項目20「付属機関等の取扱いに関すること」に

ついてを議題といたします。

事務局の説明をお願いします。

事務局長。

「 」議案第19号 協議項目20 付属機関等の取扱いに関すること

議案資料13ページをごらんいただきたいと思います。事務局長（吉原康之君）

小さい資料でありますが、議案第19号 協議項目20「付属機関等の取扱いに関

すること」について説明をいたします。協議項目20「付属機関等の取扱いに関す
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」 、 。 、 、ること について 次のとおり定めるものであります 末尾に記載のとおり １

同種の附属機関等については、統合するものとし、２、６市町村独自に設置され

ている附属機関等については、実態を考慮し、整備するとするものであります。

大きい資料の65ページをお願いいたします。まず、調整方針案につきましてで

ありますが、議案で説明したとおりであります。右側の調整理由・課題の欄であ

りますが、調整は法律あるいは条例等に基づき設置されている６市町村の附属機

関については、共通のものがあることから、統合を図るために行うものでありま

、 、 、して 課題といたしましては 新市で設置する附属機関の委員の構成については

市域全体の均衡を図ることや市町村独自の附属機関等の整備に当たっては、設置

、 。の経緯や地域の実情などを踏まえ そういったことを課題として挙げております

次に、左側の現況の欄でありますが、１の市町村の現況であります。ここでも

先ほどの公共的団体等の場合と同様に、附属機関についても整理をしておりまし

て、このページから次の66ページにわたって整理をしております。

67ページをお願いいたします。２でありますが、ここでは附属機関の定義と附

属機関に係る地方自治法の関係規定を掲げておりまして、内容については説明を

省略いたします。

３の先進地事例でありますが、上段の三つの事例及び下段の二つの事例は、本

議案の調整方針とほぼ同様の内容でありますが、最後にあります新潟市の例の欄

をごらんいただきますと、記載のとおりかなり具体的な調整方針を掲げて調整を

したようであります。

以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願

いいたします。

事務局の説明が終わりましたので、議案第19号につきまして議長（木暮治一君）

のご質問等ございましたらお願いいたします。ございませんか。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ないようですので、質問を終わります。議長（木暮治一君）

それでは、お諮りをいたします。議案第19号につきましては、原案のとおり決

定することでご異議ございませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議ないようですので、議案第19号は原案のとおり決定を議長（木暮治一君）

されました。

以上で協議事項はすべて終了いたしたわけであります。

次に、次第の４にありますけれども、その他に移ります。

（１ 「議会の議員の定数及び任期の取扱いに関すること」に係る協議方法に）、

ついて、事務局より説明をいたします。

事務局長。
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その他

それでは、議案資料小さい方の資料の15ページをごらん事務局長（吉原康之君）

いただきたいと思います。本日今後の任意協議会の議案といたしております「議

員の定数及び任期の取扱いに関すること」につきまして、あらかじめご説明申し

上げます理由でありますが、本件が議員の身分等、住民の皆さんにとっても、ま

た関係市町村議会及び議員の皆さんにとっても、特に重要な案件であり、慎重に

対応する必要があるだろうという趣旨からでありまして、その協議方法等につい

て、これから説明をいたします資料を事務局で整理をいたしましたもので、これ

。 、 、についてご意見等をお聞きしたいと考えております なお これにつきましては

任意協議会の下部組織であります専門部会を初め、幹事会、正副会長会議及び本

協議会の３号委員の方々にはそれぞれ説明をいたしております。

それでは、資料であります。まず （１）の①でありますが、協議をする組織、

案であります。これらの中からいずれの案を採用するにいたしましても、任意合

併協議会の規約上では、最終的には任意協議会で決定することになりますが、こ

れはそこに至るまでの進め方に係るものであります。ここでは、協議組織案とし

て、３案を整理をいたしました。まず、アでありますが、小委員会を設置して協

議を進める方法であります。これは （ア）にありますように、協議会規約11条、

に基づいて設置するもので、ほかの２案に比べ規約に一番忠実な方法でありまし

て、委員の構成は（イ）にありますように、記載の委員、３号委員は議会選出の

委員でありますが、関係市町村から各１名で計６人、４号委員は関係市町村の学

識経験者でありますが、同様に各１名で計６人、５号委員は共通の学識経験者で

、 、ありますが ３名の方の中からここでは１名をお願いしたらどうかということで

合計13人とするものであります。

次に、大きなイでありますが、関係市町村の議長による連絡会あるいは議長も

含む本協議会の３号委員連絡会を設置し、協議を進めていただく案で、これは議

。 、（ ） 、員の方々を中心にする組織であります この場合には ア にありますように

規程を制定いたしまして、その承認を協議会でしていただくことになります。

（イ）は、委員の構成で３号委員の連絡会についてここでは整理をしておりまし

て、３号委員は関係市町村のそれぞれの議会から３人ずつ選出していただいてお

りまして、計18名、それから５号委員、先ほどのとおり共通の学識経験者であり

まして、３名の方全員委員にということで、構成をしていただき、合計で21人の

構成とするものであります。

大きなウでありますが、これは先ほど説明いたしました大きなア及びイと異な

りまして、任意協議会とは別に第三者機関を設置いたしまして協議するとするも
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のであります （ア）の規程の制定については、先ほど申し上げました大きなイ。

の場合と同様で （イ）の委員の構成は、記載のような分野からおおむね10人か、

ら15人程度にしたらどうかというものであります。

次の②の協議組織の役割でありますが、アの協議をしていただく事項は、ただ

いま上記①で説明をいたしました案のいずれの組織になっても、表題の協議事項

にかかわります記載の（ア）の新市の議員の定数から（オ）の議員の報酬等につ

いて協議をしていただくことになります。

次に、その下にありますイは、協議会等とのかかわりということで整理をいた

しましたイメージ図でありまして、今回設置をいたします協議組織で協議をして

いただいたものは、協議会に報告等を行うとともに、また各市町村議会との連携

や調整を行いまして、表題の協議項目に係る調整方針をまとめていく。そして、

最終的には先ほども申し上げましたとおり、本協議会で決定をする。こんなふう

に考えておるわけであります。

次に、17ページ、次のページをごらんいただきたいと思います。これからご説

明をいたします以下の資料につきましては、６市町村との議会議員の現在の定数

を初め、任期、それから合併によって新しい市が誕生することになりますと、原

則として議会の議員はすべて失職することになりますが、合併特例法では議員が

そのまま在任するための特例や定数に係る特例などが定められておりますが、こ

れらについて整理したものでありまして、今後この案件について協議をしていた

だく参考になるというふうなことで、整理をしたものであります。

まず１は、６市町村の議会議員の現況を整理したものであります。まず、表の

上段の①というのがありますが、これは議員の定数でありまして、法定とあるの

は人口要件によりまして地方自治法に定められている人数、いわば上限でありま

して、この範囲で条例でそれぞれ定めることになります。それが条例とあるとこ

ろの数字であります。そして、その下に現員とありますものが現在の各市町村の

議員数であります。それぞれ記載のとおりでありますが、中ほどにあります子持

村は、次回一般選挙から条例に定める16人については適用されることになってお

りまして、現員は18人であります。

次に、②の任期でありますが、渋川市と北橘村がほぼ同じでありまして、最も

遅い時期となっております。平成19年４月29日と４月30日となっております。早

く任期満了となるのは、伊香保町と子持村でありまして、平成16年10月７日であ

ります。ところで、赤城村の議員の任期でありますが、ごらんのように平成17年

８月31日となっております。過日の協議会で、合併の期日に関する方針を定めて

いただきましたが、現行の合併特例法では、ご承知のように平成17年３月31日ま

でに合併をすれば特例措置を受けられると定めておりますが、最近の情報では国

において、この法律の経過措置を１年間延長することが検討されているというこ
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とがありまして、これによりますと、平成17年３月31日までに知事への申請を行

えば、合併の期日は極端に言えば平成18年のいずれかに定めればよいことになり

ます。しかしながら、先ほど申し上げました赤城村の議員の任期が平成17年８月

31日となっておりますことから、今後当協議会等において、合併の期日を決定す

る場合には、この赤城村の議員の任期も考慮する必要があるということになりま

す。つまりこの任期以降に合併期日を定めるということになりますと、赤城村で

は任期になる前に議員の選挙が必要になりますし、後ほど説明いたします在任特

例などを検討する場合、他市町村の議員の任期のバランスも考慮する必要があり

ます。一番下の段は、③でありますが、平成12年の国勢調査人口であります。

、 。次の２でありますが 合併特例法の対照ということで整理したものであります

ここでは、先ほど説明いたしました合併に際しての議員の身分に係る一般原則と

特例措置を対比して整理をしております。まず（１）は、原則について整理をい

たしておりまして、合併時に６市町村の議員はすべて失職し、合併後50日以内に

新しく算定をされた定数に基づき議会の設置選挙を行うことになります。右にあ

ります図は、この原則を整理したものであります。定数は、６市町村の人口から

30人が上限となり、これを踏まえて先ほどの説明のように、条例で定めました定

数に基づき選挙を行うことになります。設置選挙後の在任期間は、通常の４年間

であります。それ以降も同様であります。

次に （２）でありますが、定数特例を選択する場合であります。合併時に議、

員全員が失職することと、合併後50日以内に選挙するのは、ただいま説明いたし

ました（１）と同様でありますが、この場合には、定数を法定数の２倍以内で定

める必要がありまして、任期は４年間であります。右の図は（１）の場合と同様

にこれらのことを示したものであります。それぞれ図は６市町村の枠組みで整理

をいたしておりまして、設置選挙は60人以内で行われ、在任期間は４年間であり

ます。それ以降は、原則に戻りまして、法定数の30人以内で４年間ということに

なります。

（３）は、在任特例を選択する場合でありまして、合併後２年以内の範囲で、

関係市町村の協議によりまして全議員が在任することになります。右の図では、

（ ） 、 、 、２ と同様に ６市町村の枠組みで整理をしたもので 現６市町村の議員94人

全議員が選挙なしで２年以内の期間在任することになり、その期間以後は法定数

30人以内となり、一般選挙が行われます （３）の下にあります表は、自治法で。

定める人口要件別の法定議員数の上限であります。

次の18ページをお願いいたします。これは、ただいま説明いたしました議員の

身分等に係ります合併特例法の関係条文を左から原則、定数特例、在任特例それ

ぞれについて対照表ということで整理をいたしたものであります。下段の⑤をご

らんいただきたいと思います。選挙区とあります。これは、必要あるときは条例
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で選挙区を設けることができるとする公職選挙法等の関係規定を記載したもの

で、合併後議員の地域別選出数を配慮するなどの理由によって設けられることが

あります。ただ、先ほどの説明と重複いたしますので、説明は省略いたします。

、 。 、次のページになりますが ３の市町村議員の報酬の現況であります この表は

６市町村の議員の現況を整理したものであります。それぞれごらんのとおりであ

りますが、欄外には６市町村の報酬額の合計額も整理しております。額を読み上

げますと、３億9,948万6,000円であります。

４は、合併後の報酬であります。先ほど定数特例や在任特例についてご説明を

いたしましたが、ここでは各場合に従って、合併後の報酬がどのようになるかを

整理したものであります。まず、①の定義の欄をごらんいただきたいと思います

が、定数特例を採用しない場合、その右の定数特例採用の場合、それから在任特

、 、 、 、 、例採用の場合 それぞれ数字がありますように 30人 60人 94人となりまして

次の②の一番高い報酬、渋川市の議員の報酬になるわけでありますが、これに合

わせた場合、それぞれ記載の額になりまして、定数特例を採用しない場合と総額

では当然のことでありますが、それぞれかなりの違いが見られます。採用しない

場合が約１億8,950万、定数特例の場合は約３億7,690万、在任特例の場合が約５

億8,920万円となります。

次に、③は一番低い報酬、これは小野上村でありますが、それぞれ記載の額に

なりまして、先ほどと同様に総額ではそれぞれ左から約7,420万円、１億4,660万

円、２億2,860万円となります。④は、現在の総額とそれぞれ比較したもので、

欄の中の上段が一番高い方に合わせた場合と現状の額の差で、下段が一番低い方

と現状の額との差でありまして、ごらんのとおり一番右側の欄の上段以外はすべ

て現状の額よりもマイナスとなります。⑤は、それぞれ報酬の適用期間でありま

すが、左から合併後の一般選挙から次は一般選挙から４年間、合併後２年以内と

いうことになります。

次ページをお願いいたします。５は、先進地事例でありますが、下段の郡上市

以外は、在任特例を採用しておりまして、記載のとおり在任期間については、合

併後２年とするものと１年１カ月ないし１年２カ月とするものといった違いが先

進地事例には見られるわけであります。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

ただいま議会の議員の定数及び任期に関しての協議方法につ議長（木暮治一君）

いて説明がありました。この件につきまして、ご意見、ご質問等ございましたら

お願いいたします。ございませんでしょうか。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ご意見等もないようですので、それではこの件につきまして議長（木暮治一君）

、 。は 次回の会議でどの協議方法を選択するのかご協議をいただきたいと思います
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よろしくお願いいたします。

次に （２ 、次回会議の協議項目について （３ 、次回会議日程についてあわ、 ） 、 ）

せて事務局より説明をいたします。

事務局長。

21ページをごらんいただきたいと思います （２）であ事務局長（吉原康之君） 。

りますが、ここでは次回会議の協議項目を整理しております。次回の会議には、

記載のとおり六つの協議項目を提案することにしております。それぞれ議案の要

旨を申し上げます。①は、協議項目10「町名、字名の取扱いに関すること」であ

りまして、これらは地域の歴史、伝統等に根づいたものが多いことから、また住

民の愛着が強いことから、このようなことを踏まえて協議する必要があります。

、 「 、 」 、 、②は 協議項目14 条例 規則等の取扱いに関すること で 新設合併の場合

関係市町村の条例等がすべて失効することから、これらの整備のための基本方針

の協議が必要になります。

③は、協議項目16「一部事務組合等の取扱いに関すること」で、新設合併によ

って、関係市町村の法人格が失われることから、広域消防や医療等を行う一部事

務組合等について、その取り扱いを協議会で協議する必要があります。

④は、協議項目21「国民健康保険事業の取扱いに関すること」で、関係市町村

間ではさまざまな違いが見られますが、不均一課税の適用などの問題も含めて、

協議会で協議をする必要があります。

⑤は、協議項目22「介護保険事業の取扱いに関すること」でありまして、ただ

いまの④の国民健康保険の場合と同様の趣旨で協議が必要となるものでありま

す。

⑥は、協議項目23「消防団の取扱いに関すること」で、災害等の的確な対応の

ため、合併時の統合が望ましく、組織や待遇等を協議会で協議する必要がありま

す。

次のページをお願いいたします 会議の日程であります 次回会議は 平成16年。 。 、

２月24日、午後２時から渋川市民会館の小ホールで開催することにしております

ので、よろしくお願いいたします。

ただいま次回会議の協議項目と会議日程等につきまして説明議長（木暮治一君）

がされました。

この件につきまして、ご意見、ご質問等ございましたらお願いいたします。

はい。

次回会議の協議項目につきまして、今説明を受けましたが、委員（新井晟久君）

先ほどその他の項で説明がありました議会の議員の定数及び任期の取扱いに関す

ること、これは協議項目５でございますが、これは入っていないんで、何でここ

に入っていないのか。その点についてお聞きをします。
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事務局長。議長（木暮治一君）

実は、きょうの協議会でさまざまな意見が出るというふ事務局長（吉原康之君）

うなことを予想いたしまして、場合によってはもっと延ばした方がいいだろうと

いうふうなことも考えられるというようなことから、今回正式な協議項目には上

げませんで、いずれにしても、お話のとおり⑦として、協議項目、先ほど説明を

いたしました議員の身分の取扱いに関する組織等の設置については、正式に協議

項目としてお願いをするというふうなことで考えておりますので、説明が足りま

せんでしたが、よろしくお願いいたします。

今考えているということでございますが、協議項目５を追加委員（新井晟久君）

すると、こういうことではっきりさせてもらいたいと思います。

そういうことでありますので、よろしくお願いいたした事務局長（吉原康之君）

いと思います。

ほかにございませんか。議長（木暮治一君）

（ なし」と呼ぶ者あり）「

特にないようですので、以上をもちまして本日予定いたしま議長（木暮治一君）

した協議事項等はすべて終了させていただきました。

これで議長を退任させていただきます。ご協力ありがとうございました。

長時間にわたりましてご協議いただき、大変ありが事務局次長（五十嵐研介君）

とうございました。

以上をもちまして第４回渋川地区市町村任意合併協議会を閉会いたします。

大変お疲れさまでございました。

閉 会（午後４時４２分）






